























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































E o 1 U
18．　6
16．8
3e．　0
18．9
2．1
39．　3
40．5
　8．2
　2．4
48．　9
　8．2
86．　4
62．　e
l14．4
　0．2
22．　7
　0．9
13．1
e．3
19．　8
0．9
6．4
O．2
0．2
7．0
27．4
14．　8
0．9
9．4
20．　1
23．5
12．8
14．　0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．3　　　　　　　　　　　0．9
　　　し
　表内数値は総数の千分率である。総数6563（のべ）
　空子音＃をはさんで連続する母音（1：as母音）および拗音Jや＊をはさんで
連続する母音を調べた結果が表14～17である◎
　空子音＃をはさんで連続する母音（二重母音）
　表において，全体に対する割合が40％以上のものを抜き漏すと次のようにな
る。
　　　　　　　　　　　　　　　　一　117　一
　：XU．nd　A＃1　A＃E　1＃U　e＃U　O＃O　U＃1　O＃1　1＃1
　漢語　0＃U　A　：1E＃王U＃U
　外来語　A＃I　I＃O　I＃A
　和語は漢語や外来語にくらべると各種の組みあわせがよく用いられる。漢語
1は上記の4つの組みあわせで大部分を占める。
　共通してよく桐いられるのはA＃1である。「員。会・アイス」などがその例
である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酵
　前記，いろんな子音をはさんだ母音連続の結果とこの空子音をはさんだ母音
連続の結果とはかならずしも一致しない。
　漢語で最もよく用いられる0＃UやE＃では「高，平」がその例であり，発
音eSO＃O，　E＃Eであろうが，この調査のデータとしたよみがなでは正書法
にしたがって「おう，えい」としている。
　Jをはさ夕だ母音連続
　拗音は1についてIja恥Ijuの連続になるのが普通だが，外来語に例外が
あってEJUの連続をする。これはDEJであり，「デュエット・アデュー」など
がその例である。
　＊をはさんだ母音連続
　＊を子音とする音節はア行の文字を小文字で書いたものである。
　E＊II＊EU＊AU＊EU＊IU＊0　の連続がよくあらわれ，ほとんどが外
：来語で用いられる。「パーーティ，チェロ，ファン，フェリー，フィルム，フォ
・一 N」などがそれである。
　和語の例は「てらあ」がある。
5．　まとめ　　　　　　　　　　　　　　．
　以上，現代日本語の音素連続の実態を語種別に見た時，次のことが明らかに
なった。
1）モーラ数について
　和語については，のべで2モーラが多く，ことなりで3，4モーラが多い。
最小単位に切ると2モーラが最も多くなり，次va　3モーラが多い。
　　　　　　　　　　　　　　　一118一
　漢語については，のべ，ことなりとも4モーラが多い。最小単位に切ると2，．
モーラが多い。5モーーラ以上はほとんどない。
　外来語については，のべで3モーラ，ことなりで4モーラが多いが，どちら，
もそれぞれを頂点としたゆるやかな山を描く。モーラ数の長い語も多い。
2）子音の出現率について
　＃，N，　K，　S，　T，　R，」，Mなどが多い。語種別で特徴的な子音1馬、
　和語で，K，　R，　M
　漢語で，＃，K，　N，∫
　外来語で，R，一，　P，＊である。
　　語頭子音について
　和語のRはほとんど語頭に立たない。
　漢藷の＃，Nはあまり語頭に立たず，　Kはよく語頭に立つ。
　外来語のR，Nはあまり語頭に立たず，　B，　P，　Kはよく語頭に立つ。
3）子音連続について
　和語では，空子音の連続（母音連続）が多い。Rは二音節をとると後の音節
に多い。
　蜜語では，拗音，機音，空子音が地の子音（K，Sなどが多い）について表
われることが多く，拗音の次には空子音が多い。子音の組み合わせば和語ほど
種類が多くはない。
　外来語では，R，一，　S，　Tの組み合わせが多い。
4）母音連続について
　AIの連続が共通して多い。
　和語について，AA，00の連続が多い。
　漢語について，OU，　EIの連続が多い。拗音は1につらなりKIJA，　KIJO，．
KIJUの形で用いられる。
　外来語について，A一，一Uの長音符号を用いた連続が多い。拗音でEに◇
らなる音（デュ）がある。＊を子音とする音節は外来語で多く用いられる。
以上のとおり，音素記号になおして，日本語を見ると，和語。漢語・外来語・
　　　　　　　　　　　　　　一　119　一
の構造はかなり異っていることがわかる。日本語の音韻体系の中に，古くは漢
語が，i新しくは外来語が，その特徴を残して日本語の体系の中に入り，薪しい
体系を日本語に作っていったことがこの調査で確かめることができる。
一　120　一
